
【
短
歌
】

作
品
募
集
の
部

天
位

　
　芒す

す
き

ゆ
れ
秋
澄
む
朝
の
一
周
忌
母
に
捧さ

さ

げ
し
お
別
れ
の
和わ

讃さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
 

熊
谷
敏
子

地
位

　
　ロ

ボ
ッ
ト
に
握
手
を
求
む
女
の
子
新
世
界
へ
の
扉
が
開
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　原

田
萌
々
香

人
位

　
　吾わ

が
名
呼
ぶ
歌
会
の
友
の
声
が
し
て
午
睡
の
夢
に
飛
び
お
こ
さ
る
る

　
　
　
　
　
　佐

藤
清
史

当
日
詠
の
部

特
選

　
　年

ご
と
に
草
地
に
還か

え

る
畑
多
し
せ
め
て
花
を
と
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
植う

う

　
　
　
　
　
　多

田
聰そ

う

子こ

　
　
　
　木

の
葉
雨
雲
の
遠
く
に
流
れ
ゆ
き
偲し

の

べ
ば
夫
の
十
七
回
忌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　熊

谷
敏
子

互
選
最
高
点
歌
賞

　
　
　
　先

生
の
い
か
に
い
ま
す
と
想お

も

ひ
ゐ
て
変
は
ら
ぬ
お
声
の
電
話
い
た
だ
く

　
　
　
　
　千

田
正
平

小
学
生
の
部

奨
励
賞

　が
ん
ば
っ
て
走
れ
ば
ゴ
ー
ル
あ
と
す
こ
し
君
と
い
っ
し
ょ
に
風
に
あ
た
っ
て

　
　
　狩

野
ゆ
ら
り（
花
巻
小
４
年
）

　
　
　
　た

の
し
み
は
ゲ
ー
ジ
の
中
の
ぼ
く
の
ね
こ
う
で
を
ば
ん
ざ
い
す
る
を
見
る
時

　
　
　高

橋
健
斗（
湯
本
小
６
年
）

　
　
　
　ご

ん
現
様
中
の
神
様
ど
ん
な
神
様
？
気
に
な
り
す
ぎ
て
頭
い
た
い
よ

　
　
　
　
　
　伊

藤
悠
哉（
大
迫
小
３
年
）

　
　
　
　神

楽
の
ね
お
面
か
ぶ
る
と
ふ
し
ぎ
な
き
も
ち
お
面
の
ひ
と
に
な
り
き
れ
る
ん
だ
よ

　石
ケ
森
佑ゆ

う

葵き

（
同
）

中
学
生
の
部

奨
励
賞

　夏
休
み
心
霊
ス
ポ
ッ
ト
行
っ
て
き
た
帰
っ
て
き
て
か
ら
ほ
ん
と
の
恐
怖

　
　
　
　
　鎌

田
空（
花
巻
北
中
２
年
）

　
　
　
　晴

れ
た
空
か
げ
を
さ
が
し
て
歩
く
け
ど
見
つ
け
ず
我
は
夏
色
に
染
ま
る

　
　
　
　
　吉

田
里
花（
同
）

　
　
　
　毎

日
の
通
学
路
で
も
少
し
だ
け
昨
日
と
違
う
色
を
探
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　半

澤
楓
子（
宮
野
目
中
２
年
）

　
　
　
　入

学
式
私
の
方
が
で
か
か
っ
た
な
ん
で
そ
ん
な
に
上
か
ら
目
線

　
　
　
　
　
　
　
　高

橋
星せ

い

空ら

（
西
南
中
２
年
）

【
詩
】

芸
術
祭
賞

　「
つ
ぼ
み
」

　
　
　
　
　
　伊

藤
諒
子

優
秀
賞

　
　「

ヒ
リ
ニ
モ
テ
ゲ
」

　
　
　朝

倉
了
子

奨
励
賞

　
　「

オ
レ
は
疾は

走し

れ
な
い
」

　安
部
勝
衛

佳
作

　
　
　「

母
さ
ん
の
ポ
ケ
ッ
ト
」

　有
原
す
み
れ

　
　
　
　
　「

蝉せ
み

し
ぐ
れ
」

　
　
　
　
　英

は
な
ぶ
さ阿

音
子

　
　
　
　
　「

詩
に
魅
せ
ら
れ
て
」

　
　ル

デ
ィ
ア
・
ひ
ろ
こ

　
　
　
　
　「

村
の
老
人
は
語
る
」

　
　佐

々
木
茂
夫

小
学
生
の
部

奨
励
賞

　
　「

な
み
だ
」

　
　
　水

上
ひ
ま
り（
花
巻
小
４
年
）

　
　
　
　
　「

空
」

　
　
　
　
　君

塚
友ゆ

俐り

（
同
）

中
学
生
の
部

奨
励
賞

　
　「

影
」

　
　
　
　
　橋

本
蓮れ

希の

（
宮
野
目
中
１
年
）

　
　
　
　
　「

黒
板
」

　
　
　
　小

森
空（
同
）

　
　
　
　
　「

地
域
の
香
り
」

　森
川
康
亮（
同
）

　
　
　
　
　「

葉
」

　
　
　
　
　大お

お

ケが

生ゆ

琢た
く

音み

（
同
）

花巻市民
芸 術 祭 第13回文芸大会

　生涯学習の発表の場として、今年も開催された花巻市民芸術祭。11月

16日には、市役所東和総合支所で第13回文芸大会が開かれました。この

大会の入選作品を紹介します。

＊�詩、随筆部門の入選作品は、まなび学園ロビーに掲示するほか、市ホームペー
　ジに掲載します。入選者の敬称と選者は省略
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【
随
筆
】

芸
術
祭
賞

　「
心
の
イ
ー
ハ
ト
ー
ボ
」

　多
田
聰
子

優
秀
賞

　
　「

父
の
く
れ
た
言
葉
」

　
　河

津
詠
太
郎

奨
励
賞

　
　「

姑
へ
の
詫わ

び
状
」

　
　
　菅

マ
サ
子

佳
作

　
　
　「

姉
か
ら
の
就
職
祝
い
」

　有
原
す
み
れ

　
　
　
　
　「

思
い
出
の
羅
臼
岳
」

　
　阿

部
佐
恵
子

　
　
　
　
　「

イ
ギ
リ
ス
海
岸
」

　
　
　清

水
嘉
信

【
俳
句
】

作
品
募
集
の
部

団
体
賞

　東
和
句
会

特
選

　
　新

米
の
袋
す
み
ず
み
ま
で
膨
る

　
　
　
　
　畠

山
濁
水

　
　
　
　乾

杯
の
音
頭
は
女
性
敬
老
会

　
　
　
　
　
　佐

々
木
敦
子

　
　
　
　仔

牛
ま
だ
乳
房
の
ほ
か
は
知
ら
ぬ
秋

　
　
　豊

山
れ
い
子

当
日
句
の
部

特
選

　
　歩

き
出
す
児
の
初
お
ん
も
菊
日
和

　
　
　
　安

部
克
詠

　
　
　
　母

の
手
を
す
る
り
と
ぬ
け
し
七
五
三

　
　
　熊

谷
森
子

　
　
　
　お

に
ぎ
り
や
行
く
あ
て
も
な
く
秋
日
和

　
　久

保
田
テ
イ
子

　
　
　
　子

ら
の
継
ぐ
権
現
舞
や
秋
を
噛か

む

　
　
　
　市

川
和
子

　
　
　
　コ

ン
バ
イ
ン
空
へ
吐
き
出
す
今
年
米

　
　
　安

部
克
詠

互
選
最
高
点
句
賞

　
　
　
　ひ

と
こ
と
を
ぐ
っ
と
こ
ら
へ
て
秋
扇

　
　
　豊

山
れ
い
子

小
学
生
の
部

奨
励
賞

　朝
顔
の
数
を
か
ぞ
え
て
朝
お
わ
る

　
　
　
　福

岡
い
と
し（
花
巻
小
１
年
）

　
　
　
　冷

ぞ
う
庫
麦
茶
あ
ま
れ
ば
夏
終
わ
る

　
　
　千

葉
久く

遠お
ん（

湯
本
小
５
年
）

　
　
　
　ア

ゲ
ハ
チ
ョ
ウ
空
に
飛
び
立
つ
雨
上
が
り

　佐
々
木
和と

も

世よ

（
内
川
目
小
５
年
）

中
学
生
の
部

奨
励
賞

　三
日
月
が
照
ら
す
大
地
は
薄
暗
く

　
　
　
　佐

々
木
拓
斗（
湯
口
中
３
年
）

　
　
　
　流

星
群
僕
の
願
い
と
君
の
夢

　
　
　
　
　
　葛

巻
遥
名（
宮
野
目
中
３
年
）

　
　
　
　一

球
を
仲
間
と
過
ご
し
た
最
後
の
夏

　
　
　佐

藤
蒼
汰（
同
）

【
川
柳
】

作
品
募
集
の
部

特
選

　歎た
ん
に
し
ょ
う

異
抄
な
ぞ
る
も
土
に
な
る
支
度

　
　
　
　
　
　小

田
島
花
浪（
宿
題「
土
」）

　
　
　美

し
い
空
だ
地
球
だ
汚
す
ま
い

　
　
　
　
　
　
　佐

藤
フ
ミ
子（
宿
題「
美
」）

　
　
　世

を
変
え
る
時
に
拍
手
は
惜
し
ま
な
い

　
　
　
　同（

宿
題「
変
え
る
」）

　
　
　手

み
や
げ
は
母
を
笑
顔
に
す
る
言
葉

　
　
　
　
　畠

美
香（
宿
題「
自
由
吟
」）

席
題
の
部

特
選

　山
燃
え
る
追
っ
か
け
好
き
な
絵
の
具
皿

　
　
　
　山

口
耕
作（
席
題「
紅
葉
」）

　
　
　七

回
忌
横
座
は
今
も
空
け
て
あ
る

　
　
　
　
　
　あ

べ
和
香（
席
題「
横
」）

小
学
生
の
部（
宿
題「
走
る
」「
手
」）

特
選

　走
り
出
せ
ゆ
め
に
向
か
っ
て
飛
び
出
そ
う

　
　
　福

岡
怜
治（
花
巻
小
４
年
）

　
　
　つ

か
み
ど
り
つ
か
む
父
の
手
ブ
ル
ド
ー
ザ

　
　
　佐

々
木
美み

羽ゆ
う（

湯
本
小
５
年
）

秀
逸

　母
走
る
今
日
は
お
肉
の
特
売
日

　
　
　
　
　
　
　同

　
　
　お

い
し
い
ね
手
り
ょ
う
り
と
く
い
す
ご
い
よ
ね

　石
橋
明あ

弓ゆ
み（

大
迫
小
３
年
）

佳
作

　ど
り
ょ
く
し
て
目
標
む
か
い
走
る
ん
だ

　
　
　
　小

田
島
瑠る

う

冴さ

（
花
巻
小
４
年
）

　
　
　マ

ラ
ソ
ン
で
記
録
を
の
ば
し
さ
い
こ
う
だ

　
　
　佐

々
木
篤
輝（
大
迫
小
３
年
）

　
　
　マ

ラ
ソ
ン
で
10
位
以
内
に
は
い
り
た
い

　
　
　
　吉

田
聖せ

渚な

（
湯
本
小
５
年
）

　
　
　手

の
ひ
ら
に
希
望
と
勇
気
あ
ふ
れ
て
る

　
　
　
　君

塚
友
俐（
花
巻
小
４
年
）

　
　
　高

と
び
で
足
が
い
け
た
が
手
が
や
ば
い

　
　
　
　多

田
茉ま

白し
ろ（

湯
本
小
５
年
）

　
　
　ほ

し
い
の
は
お
手
玉
よ
り
も
お
年
玉

　
　
　
　
　石

橋
明
弓（
大
迫
小
３
年
）

中
学
生
の
部（
宿
題「
走
る
」「
手
」）

特
選

　新
人
戦
頂
上
目
指
し
て
突
っ
走
る

　
　
　
　
　
　高

橋
太
陽（
西
南
中
２
年
）

　
　
　手

紙
き
て
名
前
誤
字
あ
り
曇
り
空

　
　
　
　
　
　平

賀
優
一
朗（
同
）

秀
逸

　「
セ
ー
ル
中
」電
流
走
る
母
と
祖
母

　
　
　
　
　
　堀

岡
奏

か
な
て（

同
）

　
　
　手

を
つ
な
ぎ
心
と
輪
と
和
包
み
こ
む

　
　
　
　
　佐

々
木
蓮（
同
）

佳
作

　朝
寝
坊
考
え
恥
じ
る
僕
走
る

　
　
　
　
　
　
　
　堀

岡
奏（
同
）

　
　
　終

盤
で
心
を
え
ぐ
る
上
り
坂

　
　
　
　
　
　
　
　小

原
諒
大（
同
）

　
　
　手

を
重
ね
心
一
つ
に
円
陣
の
輪

　
　
　
　
　
　
　小

松
田
悠
太（
同
）

　
　
　さ

よ
な
ら
と
手
を
振
っ
て
み
た
違
う
人

　
　
　
　中

島
歩
希（
同
）

【問い合わせ】 本館生涯学習課（☎24-2111内線418）
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